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No 分野 発表テーマ 学校名 審査会場 審査時間帯 No 分野 発表テーマ 学校名 審査会場 審査時間帯

1 物理 濡れた紙を極限まで復元しよう！ 大阪府立 生野 高等学校 1 A1 62 数学 述語論理を用いた数学に関する研究 大阪府立 北野 高等学校 9 B1

2 物理 物体の形状と空気抵抗の関係 大阪府立 東 高等学校 1 B1 63 数学 ガンマ関数の拡張に関する考察 大阪府立 北野 高等学校 9 A1

3 物理 リヒテンベルク図形の変化の要因 大阪府立 天王寺 高等学校 1 A2 64 数学 球面上の領域を一点から見たときの面積について 大阪府立 千里 高等学校 9 B2

4 物理 ウェットティッシュを上手く切るには 大阪府立 四條畷 高等学校 1 B2 65 数学 立体におけるシュタイナー点と最短経路 大阪府立 大手前 高等学校 9 A2

5 物理 クントの実験・改～教科書を疑え～ 大阪府立 住吉 高等学校 1 A3 66 数学 ソファー問題に関する考察 大阪府立 富田林 高等学校 9 B3

6 地学 ヒートアイランド現象の緩和につながる風通しのよい建物の大きさ・高さと配置 大阪教育 大学附属 高等学校 天王寺 校舎 1 B3 67 数学 無限次有理数係数関数の連続性について 大阪府立 天王寺 高等学校 9 A3

7 物理 崩壊時のシャボン膜の様子 高槻 高等学校 1 A4 68 数学 コッホ雪片と星型多角形の関係性 大阪府立 東 高等学校 9 B4

8 物理 風を当てる角度による水の温度変化 大阪府立 岸和田 高等学校 1 B4 69 数学 一次関数と円による絵 大阪府立 生野 高等学校 9 A4

9 物理 グラフェンセンサーを用いた環境発電 常翔学園 高等学校 2 A1 70 情報 岸高時間割アプリの開発 大阪府立 岸和田 高等学校 10 B1

10 物理 マヨネーズ大作戦 〜蓋はもう汚させない〜 大阪府立 四條畷 高等学校 2 B1 71 情報 QRコードを用いた出席管理システム 高槻 高等学校 10 A1

11 物理 蛍光灯互換型ACアダプター装置　～開発とその活用法～ 大阪府立 富田林 高等学校 2 A2 72 情報 靴箱の混雑を解消する靴レーンの開発 常翔学園 高等学校 10 B2

12 物理 椅子を引くときの騒音と椅子の底の形状との関係性 大阪府立 高津 高等学校 2 B2 73 情報 高校生向けの忘れ物防止アプリの開発 大阪府立 豊中 高等学校 10 A2

13 物理 質量則とハイカット 大阪府立 住吉 高等学校 2 A3 74 情報 ゴミ箱検索サイト「T-map」の開発 高槻 高等学校 10 B3

14 物理 滑りにくいを科学しました　～ゴム板の摩擦力の性質～ 大阪府立 富田林 高等学校 2 B3 75 情報 筋疲労のモニタリング 大阪府立 都島工業 高等学校 10 A3

15 物理 クントの実験で定在波を可視化できる物質の条件 大阪府立 東 高等学校 2 A4 76 生物 納豆が栄養満点である条件 大阪府立 岸和田 高等学校 11 B1

16 物理 ジグソーパズルの連結部分の耐久性について 高槻 高等学校 2 B4 77 情報 新しい暗号化通信の方式の考案 大阪府立 岸和田 高等学校 11 A1

17 物理 ドミノが倒れる速度の変化について 大阪府立 豊中 高等学校 3 A1 78 生物 未精製糖で育成した酵母の特性 大阪府立 園芸 高等学校 11 B2

18 地学 淡路島南東部における和泉層群北阿万層の堆積環境に関する新知見 大阪府立 泉北 高等学校 3 B1 79 情報 人工無能を用いた対話型ロボット 大阪府立 高津 高等学校 11 A2

19 物理 オリジナルテンセグリティの作成 常翔学園 高等学校 3 A2 80 生物 イカの発光細菌の培養 大阪府立 三国丘 高等学校 11 B3

20 地学 天気のことわざと的中確率 大阪府立 豊中 高等学校 3 B2 81 情報 自動卓上消毒ロボットの開発 大阪府立 豊中 高等学校 11 A3

21 物理 パスタを用いた方杖ラーメン橋の橋脚と施工斜面における角度の耐久条件 大阪府立 千里 高等学校 3 A3 82 生物 イシクラゲを効率よく増殖させよう！～細胞外多糖とストレスについて～ 大阪府立 千里 高等学校 11 B4

22 物理 数値シミュレーションを用いた２天体の万有引力の影響調査 大阪府立 三国丘 高等学校 3 B3 83 生物 走幅跳の踏切局面での意識づけの違いによる記録や動作の比較 大阪府立 岸和田 高等学校 12 A1

23 物理 紙が持つエネルギー 大阪府立 生野 高等学校 3 A4 84 生物 微量元素の栄養的効果の酵母細胞を用いた検証 大阪府立 園芸 高等学校 12 B1

24 化学 化学平衡を用いたアルギン酸のゲル化 高槻 高等学校 4 B1 85 生物 反応時間とスポーツパフォーマンスの関係 大阪府立 千里 高等学校 12 A2

25 地学 日本と西洋の石造建築の特性比較から石垣の特性を知る 大阪府立 岸和田 高等学校 4 A1 86 生物 ザクロ果実の抗菌性に関する研究 大阪府立 園芸 高等学校 12 B2

26 化学 金属樹の生成における枝分かれについての研究 大阪府立 北野 高等学校 4 B2 87 生物 理論に基づいた効率的なウォームアップ方法の提案 大阪府立 豊中 高等学校 12 A3

27 地学 中之島の高層ビルによる風の影響 大阪教育 大学附属 高等学校 天王寺 校舎 4 A2 88 生物 ダンゴムシの糞の常在菌を効率的に培養する 大阪府立 三国丘 高等学校 12 B3

28 化学 銀樹の形状の変化と電解電流の関係性 大阪府立 高津 高等学校 4 B3 89 生物 ばすけ 大阪府立 東 高等学校 12 A4

29 物理 鋼球を用いた免震装置の磁石効果の研究 大阪府立 富田林 高等学校 4 A3 90 生物 ニンニクの消臭と抗菌能力の両立 高槻 高等学校 12 B4

30 化学 無機物の溶解に関する基礎研究 大阪府立 四條畷 高等学校 4 B4 91 生物 高校生においての移行対象〜継続と消失の違い〜 大阪府立 高津 高等学校 13 A1

31 化学 霜の生成過程 大阪府立 岸和田 高等学校 5 A1 92 生物 記憶に適した配色～スライドにおける色彩設計を考える～ 大阪府立 高津 高等学校 13 B1

32 化学 もっと水をきれいに 常翔学園 高等学校 5 B1 93 生物 ミジンコの給餌量と運動量の関係 大阪府立 園芸 高等学校 13 A2

33 化学 ブライニクルの研究 大阪府立 天王寺 高等学校 5 A2 94 生物 視覚情報が嗅覚に与える効果 大阪府立 豊中 高等学校 13 B2

34 化学 錯イオンの金属樹生成への影響について 大阪府立 三国丘 高等学校 5 B2 95 生物 ワラジムシにおける交替性転向反応の距離の限界 大阪府立 天王寺 高等学校 13 A3

35 化学 金属樹の種類による形状の違い 大阪府立 北野 高等学校 5 A3 96 生物 ジョロウグモは巧みに生きる工夫をしていた 大阪府立 富田林 高等学校 13 B3

36 化学 銅のキレート錯体と銅樹の生成の関係について 大阪府立 天王寺 高等学校 5 B3 97 生物 なぜ、プラナリアは夏に産卵したのか 大阪府立 富田林 高等学校 13 A4

37 化学 銅樹生成に及ぼす陰イオンの影響 大阪府立 生野 高等学校 5 A4 98 生物 カエルにならないオタマジャクシ⁉ 大阪府立 生野 高等学校 13 B4

38 化学 鉄-フェナントロリンキレート錯体の反応特性 大阪府立 北野 高等学校 5 B4 99 生物 イロハモミジ種子を効率的に発芽させる方法 大阪府立 園芸 高等学校 14 A1

39 化学 日本刀の刃文組織の分析 常翔学園 高等学校 6 A1 100 生物 界面活性剤が植物に与える影響について 大阪府立 泉北 高等学校 14 B1

40 化学 マスクの飛沫防止率と温度の関係について 大阪府立 四條畷 高等学校 6 B1 101 生物 カフェインによるアルカリ性土壌の中和と植物の発芽・成長の関係 大阪府立 東 高等学校 14 A2

41 化学 化学と美術の融合～ガラスフュージングを用いて～ 大阪府立 生野 高等学校 6 A2 102 生物 地域資源を活用した持続可能な菊栽培方法の検証 大阪府立 園芸 高等学校 14 B2

42 化学 電気伝導度を用いた中和滴定 大阪府立 天王寺 高等学校 6 B2 103 生物 青ネギ由来のサポニンによる発芽抑制効果 大阪教育 大学附属 高等学校 天王寺 校舎 14 A3

43 化学 電流を流した食べ物の五味の変化について 大阪府立 千里 高等学校 6 A3 104 生物 植物の環境記憶及び適応に関する内部の変化を観察する 大阪府立 千里 高等学校 14 B3

44 化学 溶液中におけるアゾベンゼン類の光学特性 大阪府立 北野 高等学校 6 B3 105 物理 プラズマ照射による花粉管伸長への影響 常翔学園 高等学校 14 A4

45 化学 農薬に代わる安全な天然由来の除菌剤の探索とその評価 高槻 高等学校 6 A4 106 生物 線虫ホイホイを作ろう！ 大阪府立 住吉 高等学校 14 B4

46 化学 化学発光における酸化剤の量の検討 大阪府立 千里 高等学校 6 B4 107 生物 音が芽生えの生長に及ぼす影響 高槻 高等学校 15 A1

47 化学 ブラジルナッツ効果について 大阪府立 天王寺 高等学校 7 A1 108 生物 カメ目用ユニバーサルプライマーの開発 大阪府立 園芸 高等学校 15 B1

48 化学 ダイラタンシー現象の可能性 大阪府立 富田林 高等学校 7 B1 109 生物 家庭菜園における最終収量一定の法則の検証 大阪府立 天王寺 高等学校 15 A2

49 化学 ミョウバン結晶の作成 大阪府立 三国丘 高等学校 7 A2 110 生物 ムギツク識別プライマーの有効性確認 大阪 高等学校 15 B2

50 化学 紫外線防止効果の高いハンドクリームについての考察 大阪府立 豊中 高等学校 7 B2 111 生物 日焼け防止に最適なアントシアニンとは 大阪教育 大学附属 高等学校 天王寺 校舎 15 A3

51 化学 甘蕉紙作成　〜実験計画法を用いた甘蕉紙の引張強度の向上〜 大阪府立 四條畷 高等学校 7 A3 112 生物 ミナミメダカの新生息地、発見へ 大阪府立 高津 高等学校 15 B3

52 化学 衣類廃棄物から抽出した染料の再利用 大阪府立 四條畷 高等学校 7 B3 113 生物 ニッポンバラタナゴの環境DNA検出の謎を追う！～本来いないはずの河川からなぜ環境DNAは検出されたのか～ 大阪 高等学校 16 A1

53 化学 ｢かにプラ｣の製品化 大阪教育 大学附属 高等学校 天王寺 校舎 7 A4 114 生物 薬物がゼブラフィッシュに与える影響 大阪府立 住吉 高等学校 15 B4

54 化学 指紋を消すための条件の考察〜指紋はどのような環境に弱いのか〜 常翔学園 高等学校 7 B4 115 生物 環境DNA法を用いたニッポンバラタナゴとタイリクバラタナゴの検出系の開発 大阪府立 高津 高等学校 16 A2

55 化学 電子レンジを用いたプラズマ発光とその色の制御 大阪府立 豊中 高等学校 8 A1 116 生物 抗ガン作用のある天然物質の機能性に関する研究 大阪府立 園芸 高等学校 16 B1

56 数学 写真の構図における黄金比等の利用と印象の関係 大阪府立 岸和田 高等学校 8 B1 117 生物 メダカにも利き目があるのか 大阪府立 富田林 高等学校 16 A3

57 化学 豆乳に加えるにがりの種類と豆腐の固さの関係 大阪府立 東 高等学校 8 A2 118 生物 簡単な方法で抗菌 大阪府立 四條畷 高等学校 16 B2

58 数学 あみだくじの当たりにたどりつく確率は均等なのか？ 大阪府立 高津 高等学校 8 B2 119 生物 メダカはグルメ？ 大阪府立 生野 高等学校 16 A4

59 化学 微生物燃料電池の電圧向上 大阪府立 四條畷 高等学校 8 A3 120 生物 タンパク質間相互作用から考える新型コロナウイルスの感染 清風南海 高等学校 16 B3

60 数学 ブラックジャックにおける手札の値の確率について 大阪府立 生野 高等学校 8 B3 121 生物 血栓の生成を防ぐ人工血管 常翔学園 高等学校 16 B4

61 化学 ヘドロを燃料とした微生物燃料電池の製作 大阪府立 都島工業 高等学校 8 A4 122 リケジョ 国際メンタリング・ワークショップ-Joshikai in Fukushima2022-の報告 北野高・高津高・天王寺高 - -

大阪サイエンスデイ（大阪府生徒研究発表会第１部）　発表一覧



分科会 発表テーマ 学校名

A－１ 溶液中におけるアゾベンゼン類の光学特性 大阪府立北野高等学校

A－２ 金属樹の条件による形状の違い 大阪府立北野高等学校

A－３ 化学と美術の融合～ガラスフュージングを用いて～ 大阪府立生野高等学校

A－４ 霜の生成過程 大阪府立岸和田高等学校

A－５ 化学平衡を用いたアルギン酸のゲル化 高槻高等学校

A－６ ブライニクルの研究 大阪府立天王寺高等学校

A－７ 微生物燃料電池の電圧向上に向けて 大阪府立四條畷高等学校

A－８ 河川のRpH（Reserved pH）に関する研究 大阪府立長尾高等学校

B－１ ブラックジャックにおける手札の値の確率について 大阪府立生野高等学校

B－２ コッホ雪片と星型多角形の関係性 大阪府立東高等学校

B－３ 球面上の領域を一点から見たときの面積について 大阪府立千里高等学校

B－４ 立体におけるシュタイナー点と最短経路 大阪府立大手前高等学校

B－５ ソファー問題に関する考察 大阪府立富田林高等学校

B－６ 数値シミュレーションを用いた複数天体の万有引力の影響調査 大阪府立三国丘高等学校

C－１ 靴箱の混雑を解消する靴レーンの開発 常翔学園高等学校

C－２ 筋疲労のモニタリング 大阪府立都島工業高等学校

C－３ 岸高時間割アプリの開発 大阪府立岸和田高等学校

C－４ 走幅跳の踏切局面での意識づけの違いによる記録や動作の比較 大阪府立岸和田高等学校

C－５ ウォームアップが走力の向上に及ぼす影響 大阪府立豊中高等学校

C－６ 血栓の生成を防ぐ人工血管 常翔学園高等学校

D－１ 物体の形状と空気抵抗の関係 大阪府立東高等学校

D－２ 鋼球を用いた免震装置の磁石効果の研究 大阪府立富田林高等学校

D－３ プラズマ照射による花粉管への影響 常翔学園高等学校

D－４ クントの実験で定在波を可視化できる物質の条件 大阪府立東高等学校

D－５ リヒテンベルク図形の変化要因 大阪府立天王寺高等学校

D－６ パスタブリッジを用いた方杖ラーメン橋の耐久実験 大阪府立千里高等学校

D－７ ジグソーパズルの連結部分の耐久性について 高槻高等学校

D－８ ドミノが倒れる速度の変化について 大阪府立豊中高等学校

E－１ 衣類廃棄物から抽出した染料の再利用に向けて 大阪府立四條畷高等学校

E－２ バナナの皮から作る甘蕪紙作成～実験計画法を用いた作成条件の最適化による引張強度の向上～ 大阪府立四條畷高等学校

E－３ キトサンによる生物由来樹脂「かにプラ」の作製と評価 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎

E－４ 「化学反応の量的関係」の実験のマイクロスケール化 Ⅳ－小型電子天秤の較正－ 大阪府立長尾高等学校

E－５ 鉄-フェナントロリンキレート錯体の反応特性 大阪府立北野高等学校

E－６ 銅樹生成に及ぼす陰イオンの影響 大阪府立生野高等学校

E－７ 銀樹の形状の変化と電解電流の関係性 大阪府立高津高等学校

E－８ 銅樹の生成量に対する種々の銅(Ⅱ)キレート錯体の還元電位と安定度の相関 大阪府立天王寺高等学校

F－１ ニンニクの消臭と抗菌能力の両立 高槻高等学校

F－２ ダンゴムシの糞の常在菌を効率的に培養する 大阪府立三国丘高等学校

F－３ 抗がん作用のある天然物質の機能性に関する研究 大阪府立園芸高等学校

F－４ 未精製糖の酵母の細胞分裂および代謝に及ぼす影響 大阪府立園芸高等学校

F－５ イシクラゲを効率よく増殖させよう！～細胞外多糖とストレスについて～ 大阪府立千里高等学校

F－６ ムギツクPungtungia herzi識別プライマーの有効性の検証 大阪高等学校

F－７ 薬物がゼブラフィッシュに与える影響 大阪府立住吉高等学校

G－１ タンパク質間相互作用から考える新型コロナウイルスの感染 清風南海高等学校

G－２ セミの翅の抗菌作用 大阪府立三国丘高等学校

G－３ 微量元素の栄養的効果の酵母細胞を用いた検証 大阪府立園芸高等学校

G－４ 環境DNA法を用いたニッポンバラタナゴとタイリクバラタナゴの検出系の開発 大阪府立高津高等学校

G－５ ニッポンバラタナゴの環境DNA検出の謎を追う！～本来いないはずの河川からなぜ検出されたのか～ 大阪高等学校

G－６ メダカにも利きがあるのか 大阪府立富田林高等学校

G－７ 線虫ホイホイをつくろう！～CO2によるネコブセンチュウ誘引実験～ 大阪府立住吉高等学校

工業-1 360度動画の効果とVR動画への展開 大阪府立今宮工科高等学校

工業-2 ドジョウの全自動完全養殖槽の制御 大阪府立藤井寺工科高等学校

工業-3 プラナリアで環境問題を探究する 大阪府立東淀工業高等学校

工業-4 食料問題解決をめざしたJSP(Joko SDGs Project）～植物工場の製作～ 大阪府立城東工科高等学校

　【生物分野】分科会F　１１F　1104教室

　【生物分野】分科会G　１１F　1105教室

　工業分科会　１０F　1001教室

大阪サイエンスデイ（大阪府生徒研究発表会第２部）　発表一覧

　【化学・地学分野】分科会A　常翔ホール

　【数学・物理分野】分科会B　１０F　1004教室

　【情報・生物分野】分科会C　１０F　1005教室

　【物理分野】分科会D　１０F　1006教室

　【化学・地学分野】分科会E　１０F　1007教室



審査班

1A
関西大学システム理工学部物理・応用物理学科
教授　稲田　貢

大阪府立泉北高等学校
教諭　鈴木　朗

大阪府立りんくう翔南高等学校
教諭　沖殿　佳祐

1B
関西大学システム理工学部
教授　板野　智昭

大阪府立三国丘高等学校
教諭　淺野　慎司

大阪府立桜和高等学校
教諭　北井　信行

2A
関西大学システム理工学部電気電子情報工学科
教授　大橋 俊介

大阪府立大手前高等学校
教諭　花崎　さやか

大阪府立久米田高等学校
教諭　川北　澄人

2B
関西大学システム理工学部電気電子情報工学科
教授　濱田　昌司

大阪府立千里高等学校
教諭　牛久保　徹

大阪府立いちりつ高等学校
教諭　清水　翔馬

京都大学基礎物理学研究所特定
准教授　中田　芳史

大阪府立住吉高等学校
教諭　堀川　直樹

大阪府立高津高等学校
首席　前川　紘紀

大阪大学大学院基礎工学研究科
教授　藤井　啓祐

　 　

3B
大阪公立大学大学院理学系研究科
准教授　村岡　和幸

大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎
教諭　井村　有里

大阪府立阿武野高等学校
教諭　古川　雄將

4A
大阪公立大学大学院工学研究科都市系専攻
准教授　中條　壮大

大阪府立東高等学校
教諭　西前　雄史

大阪府立城東工科高等学校
教諭　西川　智博

4B
大阪公立大学大学院理学研究科・理学部
教授　佐藤　和信

大阪府立岸和田高等学校
教諭　高野　哲郎

大阪府立八尾高等学校
教諭　谷山　太一

5A
京都大学
名誉教授　梶本　興亜

大阪府立四條畷高等学校
教諭　川口　貴士

大阪府立大正白稜高等学校
教諭　森井　辰典

5B
大阪公立大学理学研究科
教授　中島　洋

大阪府立高津高等学校
講師　藤井　和章

大阪府立北かわち皐が丘高等学校
教諭　松村　翔

6A
奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科
物質創成科学領域
准教授　松尾　貴史

大阪府立都島工業高等学校
教諭　瀬戸　義雄

大阪府立長尾高等学校
教諭　坂井　直樹

6B
大阪公立大学大学院理学研究科化学専攻
教授　佐藤　哲也

大阪府立高津高等学校
教諭　山本　大

大阪府立佐野高等学校
教諭　藤本　輝也

7A
京都大学大学院工学研究科分子工学専攻
准教授　田中　隆行

大阪府立生野高等学校
教諭　三橋　由季

大阪府立桜和高等学校
教諭　立石　寛

7B
大阪公立大学
教授　松原　浩

大阪府立泉北高等学校
教諭　角田　寛典

大阪府立東住吉高等学校
教諭　兼田　照久

8A
大阪公立大学大学院理学研究科化学専攻
教授　森内　敏之

大阪府立北野高等学校
教諭　難波　吉孝

大阪府立桜宮高等学校
教諭　中村　威久海

8B
大阪公立大学大学院理学研究科
教授　伊師　英之

大阪府立北野高等学校
教諭　相沢　大樹

大阪府立りんくう翔南高等学校
教諭　岡村　悠奈

9A
大阪公立大学数学研究所
特任教授　佐官　謙一

大阪府立富田林高等学校
教諭　真田　晴陽

大阪府立信太高等学校
首席　渡部　英輝

9B
大阪公立大学数学研究所
特任教授　河内　明夫

大阪府立生野高等学校
教諭　永田　結理香

大阪府立茨木工科高等学校
教諭　武谷　俊一

10A
大阪教育大学理数情報教育系理数情報部門
情報基盤センター
准教授　尾崎　拓郎

大阪府立千里高等学校
教諭　小牟田　綾

大阪府立大阪ビジネスフロンティア高等学校
教諭　駒居　智志

10B
大阪教育大学
特命研究員　向井　大喜

大阪府立都島工業高等学校
教諭　小出　成穂

大阪府立住吉商業高等学校
教諭　上山　陽司

11A
大阪大学大学院情報科学研究科
准教授　松下　誠

大阪府立三国丘高等学校
教諭　北野　堅司

大阪府立四條畷高等学校
教諭　金　義博

11B
大阪公立大学大学院生命環境科学研究科
准教授　谷　修治

高槻高等学校
教諭　堀田　崇

大阪府立枚方高等学校
教諭　九門　季里

12A
大阪教育大学教育イノベーションデザインセンター
教授　仲矢　史雄

大阪府立園芸高等学校
教諭　西村　秀洋

大阪府立佐野高等学校
教諭　籾谷　健太

12B
大阪公立大学
准教授　上田　光宏

大阪府立住吉高等学校
教諭　上田　将司

大阪府立長野高等学校
教諭　吉田　晴彦

13A
奈良女子大学研究院自然科学系
教授　遊佐　陽一

大阪府立東高等学校
教諭　田中　照規

大阪府立清水谷高等学校
教諭　國下侑里

13B
大阪大学蛋白質研究所
特任助教　杉田　祐子

大阪府立岸和田高等学校
教諭　正田　幸太郎

大阪府立槻の木高等学校
教諭　渡邊　章雄

14A
大阪公立大学
教授　小泉　望

大阪府立四條畷高等学校
教諭　中井　貴生

大阪府教育センター附属高等学校
教諭　川邉　有美

14B
大阪公立大学大学院農学研究科
講師　中澤　昌美

高槻高等学校
教諭　神田　宮壱

大阪府立咲くやこの花高等学校
教諭　磯上　致永子

15A
大阪公立大学農学研究科応用生物科学専攻
植物栄養学研究グループ
教授　高野　順平

大阪府立大手前高等学校
教諭　農野　将功

大阪府立桜宮高等学校
教諭　永村　信一

大阪大学蛋白質研究所
教授　栗栖　源嗣

大阪府立豊中高等学校
教諭　大西　沙紀

大阪府立いちりつ高等学校
教諭　岩﨑　光裕

大阪公立大学理学研究科生物学専攻
助教　吉原　静恵

　 　

16A
神戸大学大学院人間発達環境学研究科
教授　源　利文

大阪府立園芸高等学校
講師　山下　昭

大阪府立いちりつ高等学校
教諭　瀧本　大毅

16B
大阪大学蛋白質研究所
准教授　茶屋　太郎

大阪府立富田林高等学校
教諭　刀禰　友里恵

大阪府立緑風冠高等学校
教諭　松原　友希

審査班

A
化・地

大阪工業大学工学部環境工学科
教授　古崎　康哲

大阪公立大学大学院理学研究科
教授　佐藤　和信

府立富田林高等学校
教諭　尾崎　崇彦

B
数・物

大阪工業大学工学部一般教育科
教授　石川 恒男

大阪公立大学数学研究所特任教授
佐官　謙一

府立生野高等学校
教諭　辻部　壮真

大阪工業大学情報科学部ネットワークデザイン学科
教授　井上　裕美子

大阪教育大学情報基盤センター
准教授　尾崎　拓郎

府立豊中高等学校
教諭　伊藤　友博
府立東高等学校
教諭　金山　尚裕

D
物

大阪工業大学工学部電気電子システム工学科
教授　吉村　勉

大阪大学
名誉教授　奥山　雅則

府立泉北高等学校
教諭　倉本　洋希

E
化・地

大阪工業大学工学部応用化学科
教授　村岡　雅弘

京都大学大学院工学研究科
准教授　田中　隆行

府立住吉高等学校
教諭　上平　やちろ

F
生

大阪工業大学工学部生命工学科
准教授　大森　勇門

大阪大学蛋白質研究所
教授　栗栖　源嗣

府立高津高等学校
教諭　青山　真己

G
生

大阪工業大学工学部生命工学科
准教授　外波　弘之

大阪大学蛋白質研究所
特任助教　杉田　祐子

府立岸和田高等学校
教諭　船引　健太

工業
大阪工業大学副学長工学部建築学科
教授　岡山　敏哉

大阪工業大学工学部長工学部電気電子システム工学科
教授　森實　俊充

大阪府教育庁教育振興室高等学校課
指導主事　廣江　綾斗

大阪サイエンスデイ（大阪府生徒研究発表会第１部）　審査委員

3A

15B

大阪サイエンスデイ（大阪府生徒研究発表会第２部）　審査委員

C
情・生
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観
点

め
ざ
す
姿

3
2

1
評
価

十
分
に
調
査
さ
れ
た
先

行
研
究
を
も
と
に
、
そ

の
先
行
研
究
と
の
違
い

を
明
確
に
し
、
論
理
的

に
検
証
可
能
な
仮
説
を

設
定
し
て
い
る
。

先
行
研
究
や
事
前
の

調
査
を
踏
ま
え
、
論

理
的
に
検
証
可
能
な

仮
説
を
設
定
し
て
い

る
。

研
究
の
目
的
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
先
行

研
究
や
事
前
の
調
査

が
あ
る
程
度
な
さ
れ

て
お
り
、
適
切
な
課

題
を
設
定
し
て
い

る
。

研
究
の
目
的
が
あ
い

ま
い
で
あ
る
。
事
前

の
調
査
が
不
十
分

で
、
調
べ
れ
ば
す
ぐ

に
わ
か
る
よ
う
な
課

題
を
設
定
し
て
い

る
。

仮
説
を
検
証
す
る
に
あ

た
っ
て
、
研
究
手
法
が

極
め
て
妥
当
で
あ
り
、

優
れ
た
着
眼
点
か
ら
研

究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

仮
説
を
検
証
す
る
に

あ
た
っ
て
、
研
究
手

法
が
妥
当
で
あ
り
、

高
校
生
ら
し
さ
を
含

め
、
優
れ
た
着
眼
点

か
ら
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
。

仮
説
を
検
証
す
る
に

あ
た
っ
て
、
研
究
手

法
が
妥
当
で
あ
る
。

研
究
手
法
が
示
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
あ

り
、
仮
説
の
検
証
に

は
不
十
分
な
点
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。

緻
密
な
分
析
を
行
い
、

論
理
的
な
考
察
か
ら
新

た
な
探
究
へ
と
発
展
し

て
い
る
。

実
験
回
数
、
結
果
の

分
析
等
も
適
切
で
あ

り
、
論
理
的
な
考
察

が
な
さ
れ
て
い
る
。

実
験
回
数
は
少
な
い

が
、
結
果
の
分
析
方

法
等
は
適
切
で
あ

り
、
飛
躍
な
く
考
察

も
な
さ
れ
て
い
る
。

実
験
回
数
が
少
な

く
、
結
果
の
分
析
方

法
も
あ
い
ま
い
で
あ

り
、
考
察
に
飛
躍
が

あ
る
。

論
理
的
で
無
駄
の
な
い

証
明
が
な
さ
れ
て
お

り
、
斬
新
で
あ
る
。

証
明
が
論
理
的
に
無

駄
な
く
な
さ
れ
て
い

る
。

証
明
が
概
ね
論
理
的

に
な
さ
れ
て
い
る
。

証
明
に
不
明
瞭
な
点

が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。

表
現
や
情
報
が
洗
練
さ

れ
て
お
り
、
聴
衆
の
興

味
を
引
き
出
し
巻
き
込

ん
で
い
る
。

ま
た
、
質
疑
応
答
を
通

し
て
、
新
た
な
課
題
を

見
出
す
な
ど
討
論
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

聴
衆
に
伝
わ
り
や
す

い
表
現
の
工
夫
が
み

ら
れ
、
必
要
な
要
素

を
的
確
に
取
捨
選
択

し
て
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
質
問
内
容
を

理
解
し
、
真
摯
に
、

正
し
く
回
答
で
き
て

い
る
。

グ
ラ
フ
や
図
、
説
明

等
に
よ
り
、
研
究
内

容
が
聴
衆
に
概
ね
伝

わ
っ
て
い
る
。
ま

た
、
質
疑
応
答
に
も

真
摯
に
対
応
し
て
い

る
。

グ
ラ
フ
や
図
、
説
明

等
に
不
十
分
な
点
が

多
く
聴
衆
に
伝
わ
り

に
く
い
。
ま
た
、
質

問
対
応
が
不
十
分
で

あ
る
。

そ
の
他
、
ア
ド
バ
イ
ス
等

評
価
を
一
つ
上
に
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

評
価
の
観
点

研
究
の
骨
子

先
行
研
究
の
調
査

問
い
の
立
て
方

な
ど

研
究
の
方
法

研
究
方
法
に
つ
い
て

結
果
・
考
察

実
験

結
果
の
分
析

考
察

伝
え
る
力

ポ
ス
タ
ー

発
表
の
様
子

質
疑
応
答

な
ど

論
理
的
な
証
明
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評
価
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観
点

4
3

2
1

研
究
動
機
・
意
義

関
連
分
野
の
調
査
・
背
景
を
明
確
に
示
し
、

研
究
の
動
機
・
意
義
を
適
切
に
説
明
し
て
い

る

関
連
分
野
の
調
査
・
背
景
を
示
し
、
研
究
の

動
機
・
意
義
を
説
明
し
て
い
る

関
連
分
野
の
調
査
・
背
景
を
示
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
た
め
、
研
究
の
動
機
・
意
義
を
十
分

説
明
で
き
て
い
な
い

関
連
分
野
の
調
査
・
背
景
も
示
さ
れ
ず
、
研

究
の
動
機
・
意
義
を
説
明
で
き
て
い
な
い

研
究
目
的
（
問
い
・
仮
説
）
の
設
定
先
行
研
究
等
を
踏
ま
え
、
適
切
な
研
究
目
的

（
問
い
・
仮
説
）
を
明
確
に
設
定
で
き
て
い

る

適
切
な
研
究
目
的
（
問
い
・
仮
説
）
を
明
確

に
設
定
で
き
て
い
る

研
究
目
的
（
問
い
・
仮
説
）
を
設
定
し
て
い

る
が
、
十
分
で
は
な
い

研
究
目
的
（
問
い
・
仮
説
）
に
つ
い
て
説
明

で
き
て
い
な
い

適
切
な
研
究
方
法

課
題
に
対
す
る
研
究
方
法
に
は
、
様
々
な
工

夫
が
み
ら
れ
、
厳
密
な
結
果
が
得
ら
れ
て
お

り
、
極
め
て
適
切
で
あ
る

課
題
に
対
す
る
研
究
方
法
は
、
適
切
で
あ
る

課
題
に
対
す
る
研
究
方
法
に
は
、
ま
だ
改
善

す
べ
き
点
が
あ
る

課
題
に
対
す
る
研
究
方
法
は
適
切
で
は
な
い

＜
数
学
＞

命
題
の
条
件
設
定

課
題
に
対
す
る
命
題
の
条
件
設
定
に
は
、
工

夫
が
み
ら
れ
、
極
め
て
適
切
で
あ
る

課
題
に
対
す
る
命
題
の
条
件
設
定
は
、
適
切

で
あ
る

課
題
に
対
す
る
命
題
の
条
件
設
定
に
は
、
ま

だ
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

課
題
に
対
す
る
命
題
の
条
件
設
定
は
適
切
で

は
な
い

デ
ー
タ
解
析
方
法
の
妥
当
性

デ
ー
タ
を
適
切
に
解
析
し
、

極
め
て
適
切
な
表
や
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
る

デ
ー
タ
を
適
切
に
解
析
し
、

表
や
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
る

デ
ー
タ
の
解
析
が
甘
く
、

ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る

デ
ー
タ
の
解
析
が
適
切
で
は
な
い

＜
数
学
＞

命
題
の
証
明

命
題
の
証
明
は
、
明
瞭
で
あ
る
と
と
も
に
、

斬
新
な
発
想
で
あ
る

命
題
の
証
明
は
、
明
瞭
で
あ
る

命
題
の
証
明
は
、
概
ね
正
し
い
が
、
ま
だ
改

善
す
べ
き
点
が
あ
る

命
題
の
証
明
は
、
不
明
瞭
で
あ
り
、
正
し
い

か
ど
う
か
判
別
で
き
な
い

得
ら
れ
た
結
論
（
仮
説
の
真
偽
を

含
む
）
の
合
理
性

結
果
か
ら
仮
説
の
真
偽
を

極
め
て
適
切
に
説
明
で
き
て
い
る

結
果
か
ら
仮
説
の
真
偽
を

適
切
に
説
明
で
き
て
い
る

仮
説
の
真
偽
を
説
明
で
き
て
い
る
が
、

結
果
と
の
関
係
性
が
明
確
で
は
な
い

仮
説
の
是
非
を
説
明
で
き
て
い
な
い

ス
ラ
イ
ド
の
見
や
す
さ

フ
ォ
ン
ト
や
色
使
い
、
図
の
配
置
等
、
ス
ラ

イ
ド
の
構
成
に
説
得
力
が
あ
り
、
極
め
て
適

切
で
あ
る

フ
ォ
ン
ト
や
色
使
い
、
図
の
配
置
等
、
ス
ラ

イ
ド
の
構
成
が
、
適
切
で
あ
る

フ
ォ
ン
ト
や
色
使
い
、
図
の
配
置
等
、
ス
ラ

イ
ド
の
構
成
に
、
工
夫
の
余
地
が
あ
る

フ
ォ
ン
ト
や
色
使
い
、
図
の
配
置
等
、
ス
ラ

イ
ド
の
構
成
に
不
備
が
あ
り
、
わ
か
り
に
く

い

発
表
の
技
法

与
え
ら
れ
た
時
間
内
で
、
研
究
の
流
れ
や
必

然
性
が
分
か
る
、
卓
越
し
た
発
表
技
法
で
あ

る

与
え
ら
れ
た
時
間
内
で
、
聴
衆
が
理
解
で
き

る
、
優
れ
た
発
表
技
法
で
あ
る

や
や
不
明
瞭
な
箇
所
は
あ
る
が
、
聴
衆
に
伝

わ
る
一
定
の
発
表
技
法
を
持
っ
て
い
る

聴
衆
に
う
ま
く
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、

発
表
技
法
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

独
創
的
な
発
想
の
有
無

今
後
の
研
究
に
つ
い
て
の
展
望

の
有
無

研
究
全
体
を
よ
く
理
解
し
、
的
確

な
質
疑
応
答
が
で
き
て
い
る

課 題 設 定

特
に
優
れ
た
点
な
ど

今
後
研
究
を
進
め
る
上
で
期
待
す
る
点
・
改
善
す
べ
き
点
な
ど

加 点 要 素

加
点
要
素
の
観
点
を
総
合
し
て
、
１
～
８
点
の
範
囲
で
評
価
し
ま
す
。

研 究 基 礎 力 発 表












